
当システムは、無事故者にはそれに見合った報奨金を出し、一方で重大事故や常習的に事故を起こす乗務員については査定に反映させる、

という報奨制度の導入と並行したもの。

単に査定のためだけでなく、事故の記録や原因分析、再発防止にも用いられているのがこのシステムの特徴。

乗務員が提出した事故報告書は電子化され、日時や時間、場所はもちろん、事故態様、路面状況、事故発生時のスピード、天候もデータとして残す。

さらに事故原因を「交通違反」「安全運転義務違反」「過労等」「不安全状態」「不安全行動」「その他」の6つの大分類のもとで４４に分類し、記録している。

事故査定が事故抑止効果をもたらしただけでなく、このシステムによって事故が起きやすい状況、時間帯や天候との関係も分析可能。

今後、事故再発防止にも役立つシステム。
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